
（別紙３）

～ ２０２６年　２月　２８日

（対象者数） 21 （回答者数）
11

～ ２０２６年　２月　２８日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門的なスキルアップ研修会を取り入れ、さらなる向上を図

る。

2

季節ごとの畑作業をより多く入れることで、経験の回数を増

加

3

全スタッフが活動の中で、感覚に対して取り組めるように研

修内容を見直していきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動場所の検討をおこない、就労支援事業所の見学や職場体

験をおこないながら就労活動を展開していきたい。

2

定期的な支援研修会の実施を行い、より高い支援スキルの向

上を図りたい。

3

定期的な支援研修会の実施数を増加し、感染対策スキルの向

上を図りたい。

SST等のスキルトレーニングによる社会性の向上力 毎日の活動内容にSST等のトレーニングを入れ込み、活動内容

の充実を図っている。

○事業所名 福岡放課後等デイサービス今宿ビレッジ

○保護者評価実施期間
２０２５年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
２０２５年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　３月　４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

体験型の療育支援を行い、児童の経験を増やす取り組み 畑作業や動物とのふれあいを支援の中に入れることで、家で

は体験できないことを行っている。

感覚統合による5感を働く支援を行い、人間の土台となる感覚

を向上

スタッフの研修会を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

社会性スキル、就労を想定した取り組み 就労支援に繋がる活動数がすくない

児童の療育内容・質の停滞 支援スタッフのスキルアップの機会が少ない

感染症にともなう児童欠席の増加傾向 現在、研修は年に数回実施しているが、インフルエンザやコ

ロナといった感染症だけでなく流行による新型ウイルスの予

防策等の研修機会が少ない。

事業所における自己評価総括表公表


